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画面構成法による環境内の色彩の誘目性に関する研究 (図 15,表 4)
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要  約
カラーシミュレーターにより,自 然風景スライドの特定箇所を画面構成的に変化する方法で,色彩の誘目性

が測定され,具体的方法論確立について検討がなされた。体系的段階を踏んで選定された12風景230箇所につい

て赤～緑～赤紫の10色 を用い, 7段階の系列範ちゅう法で「目立ちやすさ」を主観的評価により求め,そ の結

果から心理的尺度である誘目性尺度値が算出された。主要な結果は,1)い ずれの風景においても色彩の誘目性

の傾向は類似 していた。2)赤はすべての風景において誘目性が高く,黄 ,黄赤は全般的には赤よりも誘目性尺

度値の絶対値は高いものの,風景によっては誘目性の低い場合もみられた。黄緑,緑,青緑,青紫の誘目性は

全般的に低かった。これは物体色での別の研究結果の傾向とほぼ一致 していた。3)同一風景内で色変化の箇所

を変えても結果には大きい差異は認められなかった。4)納谷らの誘目性の予測式にも言及 した。(日 眼 91:

879-889, 1987)
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Abstract

Color attractiveness is indispensable for planning the colo■ of environmental settings. It has

played an ilnportant part in visual displays, buildings, and vehicles. The purpOse of the present

investigatiOn、 vas tO measure c010r attractiveness by a c010r simulator(Fig. 1)in the natural environ‐

ment.This apparatus cOnsisted Of twO autOmatic clhannels:A channel had a color mixture lnechanisnl

and iB channelマ iras an Ordinary c010r slide‐ projector.A proiects colored light on the black area terlned

``the specinc c。 10r_changing area''Of the llnage projected by]B channel.BI projects the colored ilnage

Of the scene l″ ith``the area".1｀ he tOta1 0f visual stintuli employed were 23 in t、 velve standard scenes,

based on the nndings of previous experiments.``T:he specinc area''of each stilnulus lhad 10 hues、 アith

maximum lunlinance and purity Of this apparatus.The subiects were 25 male and 25 female undergrad‐

uate students、アitll normal vision.Color attractiveness、vas rated with the successive interval inethod

enllploying a 7‐ point scale.711en colors tended to sho、v very silnilar ranking‐ order of attractiveness for

each Of the 12 scenes of the natural environ11lent.T'he lllost attractiVe color was red for a1l of the

scenes.This seemed to be due to hue contrast and liglltness contrast,namely,hue effects of green trees

and lightness erects Of lvhite buildings in the cities On each Of the sceneso Ye1loЧ 7 and yel10、 v‐ red、vhich

、vere inOre pOsitive than red as cOncerned attractive values ill some SCeneS Vヽere SOFnetimeS leSS

attractive depending On the color conditions of the scenes,The experimental equation for predicting

c010r attractiveness by lヽ Tayatani et al(1973)was discussed.The present indings were apprOxilnately

consistent、rith thOse Of Our previOus t、 ″O investigatiOns.(.Acta sOc()phthalln01 Jpn 91:879-889,1987)
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I緒  言

環境内の色彩の見えに関する問題は,視認性,可読
性,識別性などのほか誘 目性をも含めて視知覚的機能
特性を総合的に評価し, さらに色彩感情,美的観点を
も加味して組織的,科学的に論議される必要があると

考えられる.

しかしながら,こ の問題は比較的最近に至るまで視

認性,可読性,お よび識別性の観点より部分的にしか
検討されていなかったように感じられる.こ の理由は

色彩の誘 目性に関する研究がほとんどなされていな

かったことによると思われる。すなわち,色彩の誘 目
性は信号 。標識 。ポスター・ネオンサインや計器,OA
機器類などの視覚表示および建造物や車両の色彩など

において重要な特性とされているのにもかかわらず ,

その定義も不明確であり,組織的 。実証的データもほ
とんど無いに等しい状態であった。

筆者は色彩の誘目性の定義を「色覚閾以上の輝度と

面積と提示時間を有する色刺激が視野内に複数存在す

る場合に生じる現象で,あ る特定の色刺激に対する選
択的な反応 1)2)」 とし,色彩の視認性および可読性とも
区別して,組織的に実験的研究を行いつつある。
色彩の誘目性を何をもってとらえるのか,すなわち
指標の問題については,眼球運動と主観的評価との関
連性を検討し,両者間に高い相関のあることをすでに

明らかにした1)-3)。

ところで,色彩の誘 目性に関する基礎的研究は数多

図 1 カラーシミュレーター
(本研究においてはこの装置の第 3の チャンネルは使

用しなかった)

くなされてきたが1)～ H), これが実際に活用されている

事態を考えると,現実場面において色彩の誘目性を検
討する必要性が痛感される。すでに自然風景の色彩を

一様に刺激場面の背景に塗色した模擬自然背景のもと

では色彩の誘目性の心理的反応を測定 。記録している

が12)"),よ り具体的場面,自然環境の中での色彩の誘目

性の検討となると大規模な野外実験を行 う必要が生

じ,その実施は極めて困難であった。
日本色彩研究所製のカラーシミュレーター (図 1参

照)は このような方法論上の壁に解決の糸口を与えて

くれた. この機器についての詳細はすでに公表されて

いるが14)～17),色彩プロジェクターで画面構成的に風景

写真内の “特定の箇所"の色彩を変化させ,環境内の

色彩の誘目性を検討することが可能となったので, こ

の実験装置を用いた検討結果について報告することに

する。

II 実験方法

1.実験装置

実験装置として用いられたカラーシミュレーターは

図 2に示すように基本的にはチャンネル A,Bの 2台
のプロジェクターによって構成されている.Aは色変
化のための色光を投影する色光発生用混色器内蔵プロ

ジェクターで,色変化を行う箇所のみ色光が投影され
るようにマスクを施したマスキングフィルムが装填さ

スクリーン
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図 2 カラーシミュレーターの基本構成
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れており,Bは色を変化させる “特定の箇所"を含む
カラースライド (オ リジナルフィルム)を投影する通

常のプロジェクターである。 このマスキングフィルム
とオリジナルフィルムとを図 3の ようにスクリーン上

に投影して映像合成を行い,Aの色光をコン トロール
して “特定箇所"の色彩を自由自在に色変化させる仕

組になっている.なお,色光のコントロールには Apple

Computer lnc.製 の Apple II plusマ イクロコン

ピューターが使用されている。

2.実験条件

1)実験状況 :暗室内,自色スクリーンから5.2mの

ところにカラーシミュレーターが設置され, この実験

装置のすぐ前方に (ス クリーンに向かって)被験者席
が設けられている。これは,前・後 2列用意され, 6

名ずつ計12名が使用可能なように配慮されている (実

験室は階段教室で被験者の頭部が画面上に陰を作るこ

とはない).観察距離は4.05～ 5.17m*.観察は両眼視に

[合 成映写像 ]

/a& r
/1

△の部分 の色 彩

が変化す る

■
仏レンスからい

`t 映写像 りヽ

Bレ ンズからの

映写像

ヽ

|

■は映像のない部分 を示す

図 3 カラーシミュレーターの映像合成

表 1 風景および色彩変化の箇所

番号 風    景 色彩変化の箇所

1 窓際の風鈴
a.風鈴
b.窓わく

2 かかし
b

帽子

上衣

3 高速道路
b

センターライン

縁石

五重塔 水煙 (最上部)の部分

5 公園の噴水
a。 大皿状のフラフーポット

b.柱上の時計

6 レインコートの女性
a.雨傘
b. レインコート

7 ビル街の屋上広告塔
a.最上部のポール
b.広告碁全体

日本庭園
a.東屋付きの橋の橋桁
b.橋上の東屋の柱

9 海岸付近でサーフィンを持つ青年
b

サ ー フ ィン

上衣

10 林間のバス停付近
a.円形のバス停標識部分
b.バ ス停標識の柱に付いている時刻表

11 テレビ塔
a.展望室
b.上部アンテナ

12 市街地を見おろすロープウェイ
a.山上駅
b. ゴンドラ

*被
験者位置によって差異が生じるが,結果に影響しないことが確かめられている

△

/
ヽ
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図 4 「特定箇所」の色彩の色度

て行い,観察に入る前にスクリーン上に投光された自
色光 (15cd/m2)に 5分間順応する。約 1分の間に教示

を与え, 2つの画面について練習を行ったのち,本実

験に入る。被験者の判断は「非常に目立つ」から「非

常に目立たない」までの 7段階のカテゴリーを用いて

なされ,その結果は手もとの回答用紙に記入するよう

もとめられている。

2)刺 激条件 :180× 240cmの スク リーンー杯に画

面が提示される。画面 (風景)の種類は表 1に示す12

種類.各画面中,特定箇所 (1箇所)の色彩を赤,黄
赤,黄,黄緑,緑,青緑,青,青紫,紫,赤紫の10色
(色度は図 4を参照)変化させる。各色の輝度・純度は
一定 (本装置出力の最高 )。 12種類の風景中五重塔を除

く11種類についてはもう1箇所,別の所を色変化する
ように計画されているので,提示画面総数は(12風景十

11風景)× 10色で計230種である。提示順序は風景につ

いてはカウンターバランスした順序で 2巡,各風景ご

との色彩の提示順序はランダムな順序とした。

3。 画面 (風景 )

表 1に示す12種類の自然風景が用いられたが色変化

の個所計23箇所は同表中に添記してあるとおりであ

る。 この風景は次の過程を経て選定された。
(1)自 由連想法により描出された自然風景を類似性

について考慮して46種 にまとめる。

(五 )こ の風景を写真に具現する。

(面 )男女名25名 の大学生にこれを示 して類似性判
断を求める.

(市 )非計量的 MDS(多次元尺度構成法)で ある

日眼会誌 91巻  9号

Shepard‐Kruskal*の 方法19)により,類似性にしたがい

三次元の空間内に46種の風景を分類,位置づけする20)。

(v)各象限内の代表的風景であるもののうちから
色彩学的,構図的およびその他の諸条件を考慮して代
表風景を最終的に選定する

20).

4.対象

視覚,色覚正常な大学生50名 (男女各25名 ).年齢は
18歳～22歳 .

III 結  果

1.結果の処理

結果の処理はつぎのようにして行われた.

1)心理的に等しい系列範ちゅう法の 7段階のカテ
ゴリーの間隔と誘 目性の原点の決定,お よび各カテゴ

リーの平均値の算出

(i)各被験者の評価結果を風景別,色彩別,7段階
のカテゴリー別に集計し,その頻度分布をもとめる。
(Ⅱ )第 1～ 第 7の カテゴリー段階に関して度数を
累積し, この累積度数分布から各カテゴリーの累積比

率を求める。

(面)Guilford,J.P.の 系列範ちゅう法の尺度化の理

論に基づいて心理的に等間隔となるカテゴリー幅を算

出21)する林.

(iv)7段階のカテゴリーの中央のカテゴリー,すな
わち「目立つとも目立たないともいえない」を尺度値

「 0」 とし, より誘 目性の高いほうをプラス,低いほ う
をマイナスとして各カテゴリーの平均値を算出す

るⅢⅢⅢ.

2)風景別の各色の誘目性尺度値の決定

風景別,各色ごとに各カテゴリーの平均値とそのカ
テゴリーに該当する評価結果の生起比率とを積算し,

これを 7つのカテゴリーに関して合計し,誘 目性尺度
値を算出する

*ホ・ .

2.実験結果

1)各 カテゴリーの平均値

Guilford,J.P.の 系列範ちゅう法の尺度化の手順を

踏まえて算出された各カテゴリーの平均値は表 2に示

すとおりである。

*Shepard,R.N.&Kruskal,J.B.

ホ*詳細はギルフォードJ.R著 秋重義治監訳 精神
測定法 昭和34年 培風館 p.276-p.326を 参
照.
絆ネなお, この計算は名古屋大学大型計算機センター

の大型電子計算機を用いて行われた。
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2)実験結果 (誘 目性尺度値)

表 2の各カテゴリーの平均値に基づいて算出された

風景別,各色ごとの色彩の誘目性の尺度値は表 3に示
すとおりである。12種類のいずれの風景においても目

立つ色, 日立たない色の傾向はほぼ同様であった。す

なわち,いずれの風景においても高い誘 目性を示す色
は赤であり (図 5参照),黄 (図 6参照)お よび黄赤も

高い誘目性を示した。ただし,黄および黄赤は風景に
よりかなり低い誘 目性を示すことがあり,特に日本庭

園(図 10参照),高速道路などの風景においてその傾向

表 2 各カテゴリーの平均値

カテゴリー 尺度値

非常に目立つ 1 93

かなり目立つ 1 32

やや目立つ 0 60

どちらでもない 0 00

やや 日立 た ない -0.44

かなり目立たない -1.07

非常に目立たなし -176

69- (883)

が顕著であった。赤紫はこれらの 3色に次いである程

度高い誘目性を示すことが判明した(図 7参照).黄緑 ,

緑,青緑,青紫はほとんどの風景において負の誘目性

(すなわち,「 目立たない」こと)を示した (図 8参照 ).

次に,結果を風景別にまとめ図示したある代表的な
例が図 9,図 10,図 11お よび図12で ある。図 9は公園
の噴水,図 10は 日本庭園,図 11お よび図12は市街地を
見おろすロープウェイの風景における各色の誘目性尺

度値である。 これらのうち,図 9お よび図11に は前記
の各色の誘目性の典型的な傾向が示されている。また,

図10には黄の誘目性の低い状況が示されている。

同一風景内において色彩変化を行 う特定箇所を異な

るものにした場合の順位の傾向は大略類似していた。

図11お よび図12は市街地を見おろすロープウェイの風

景の場合であるがこれを代表例として特定箇所の変化

の影響を眺めてみることにする。この風景において図

11では山上駅の色彩が図12ではゴンドラの色彩が変え

られ,こ の部分の色彩の誘目性尺度値が示されている。

両者の比較から明白なように,こ の風景においては黄 ,

黄赤,赤の順で誘目性が高く,突出した傾向を示して
いるが, この傾向は両者ともまったく同じである.赤
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表 3 風景別,各色の誘目性尺度値

風景
R YR Y GY G BG B PB P RP

la

2a

3a

4

5a

6a

7a

8a

9a

10a

ll a

12a

lb

2b

3b

5b

6b

7b

8b

9b

10b

ll b

12b

l.28

0.84

1.04

0.78

1.45

1.54

1.21

1.00

1 10

101

1 29

1.34

1.24

1.26

0.86

0.96

1.24

1.31

0 97

1.30

1 28

1 11

1 34

0 98

0.68

0 80

0.33

1 33

1.57

1 25

1 01

1.44

1 06

1.45

1.55

1.32

141

0.74

1.28

1 39

0 97

1.06

1 35

1.34

1 22

1.58

1.03

0.93

0.96

0.83

1.38

1.47

1.11

0 25

1 34

1.14

1 25

1.61

1.26

1.47

0.55

1.38

1 66

1.00

0.99

1.45

1.57

1.16

1.68

-0.22

-0.88

-032
-093
-0.10

-0.32

-0.38

-0.82

0.03

-0.54

-028
-0.27

-0.55

-080
-0.80

-0.54

0.04

-035
-062
-0.48

-0.32

-0.64

0.29

-0.01

-0.45

-0.12

-0.38

0.40

0.07

-0.23

-0.60

0.35

-0.38

-011
-020
-0.25

-0.47

-046
-0.52

019
-018
-030
-0.21

-001
-0.28

0 41

012
-0.95

-070
-1.22

-0.49

-037
-062
-072
-0.10

-0.76

-0.73

-0.25

-0.50

-0.75

-0.81

-0.76

-0.24

-0.48

-0.69

-0.48

-0.59

-0.84

0.03

0.05

-0.77

0.03

-1.09

0.19

0 03

-0.17

-0.04

0.29

-0.11

0.02

0.07

0.11

-0.01

-0.31

-0.88

-010
-0.11

-0.15

0.19

0.06

-0.30

-0.41

0.04

-092
-0.39

-0.71

-0.07

-0.12

-0.37

-0.12

0.20

-0.51

-0.09

-0.07

0.14

-0.33

-0.16

-1.03

-0.14

-0.08

-0.35

-0.15

-0.27

-0.22

-0.58

-010
-0.66

-0.40
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風       景
図5 各背景における赤の誘目性尺度値

風      景
図6 各背景における黄の誘目性尺度値

風      景

図7 各背景における赤紫の誘目性尺度値

１１

ヽ

誘

目

性

尺

度

値

紫が第 4位の誘目性を示したのも同様である。誘目性

の低い黄緑,緑,青緑の 3色が風景内の色彩変化の特
定箇所の周囲の影響を受けて異なる傾向を示した程度

であった。

この代表例からも看取されるように,同一風景内に

おいて色彩変化の特定箇所が相違することの影響は誘

目性の高い色彩にはあまり及ばないことが考えられ

る。

1
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風       景
図8 各背景における青緑の誘目性尺度値

71- (885)

誘

目

性

尺

皮

値
-1

誘

目

性

尺

皮

値

誘

目

性

尺

度

値

2

2
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色       彩

0

R YR Y GY G BC B PB P RP

色      彩

図11 背景12a(市街地を見おろすロープウェイの山
上駅)における各色の誘目性尺度値

誘

目

性

尺

度

値

図 9 背景 5a(公園の噴水の大皿状のフラフーボッ
ト)における各色の誘目性尺度値

2

R YR Y GY G BG B  PB P RP

色      彩

図10 背景 8a(日 本庭園の東屋付きの橋の橋桁)にお

ける各色の誘目性尺度値

IV考  按
1.各色の誘目性の高低の一般的傾向との比較

表 3よ りすべての風景における各色の誘目性の高低

-1
R YR Y GY G BG B PB P RP

色      彩

図12 背景12b(市街地を見おろすロープウェイのゴ
ンドラ)における各色の誘目性尺度値

の状況を眺めてみると,環境色彩の影響は無視できな
い ものの概 括的 には色彩 の誘 目性 の一 般 的傾

向1)2)3)4)22)に 比較的合致する傾向,すなわち,黄,黄赤 ,

赤の 3色が高誘目性群に属し,青紫,青,青緑,緑が

誘

目

性

尺

度

値

1



背景
黄 黄赤 赤 黄緑 赤紫 緑 青 青緑 紫 青紫

里

中  灰

白

3 46

3 12

2 03

2.60

2 78

2.32

2 28

2.44

3 08

1.85

1.51

0.68

0.94

0.88

1.19

0.42

0

1.06

0.38

0.48

1.21

-0.05

-032
0.44

-0.46

-0.43

0.62

-152
-1.46

-0.43
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表 4 純色の誘目性尺度値 (背景別)

注 1)黄 :2.4Y7.8/11.7,黄 赤 :4.5YR6 5/125,赤 :7.6R4.0/12.2,黄 緑 :6.9GY6.7/9.9,赤紫 :3.6RP3.3/12.9,

緑 :5.OG4.8/9.5,青 :100B4.5/110,青 緑 :7 4BG4 3/8.4,紫 :5.2P27/11.1,青 紫 :9.3PB2.4/12.4

注 2)尺度値の意味は下記のとおり.
(背景黒)

めだつ 2.04以上,ややめだつ 2.04～ 0,めだつともめだたないともいえない 0,

あまりめだたない 0～ -2.03,め だたない -203以下
(背景中灰)

めだつ 2.42以上,ややめだつ 242～ 0,めだつともめだたないともいえない 0,

あまりめだたない 0～ -2.42,め だたない -242以 下
(背景白)

めだつ 170以 上,ややめだつ 170～ 0,めだつともめだたないともいえない 0,

あまりめだたない 0～ -1.69,めだたない -1.69以下

低誘目性群,赤紫,黄緑などその他の色彩が中間群に

属するという傾向が認められた。

ところで,背景中灰色の場合を標準的な場合と仮り

に考えると,表 4に示すように黄の誘目性が最高であ

り,次いで黄赤,赤の順であった。
本研究の結果を少し詳細に眺めてみると風景によっ

てこの順位は異なり,赤の最高であることがかなり多
い。

2.高誘目性色についての周囲の色彩の影響

赤がすべての風景において最高あるいは極めて高い

誘 目性を示したのは環境における色彩の誘目性の特徴

といえようが, このように赤が高い誘目性を示したこ

とと黄赤および黄が一部の風景を除いたかなりの風景

において高い誘目性を示した理由は,(i)こ れら3色

の有する本質的な刺激効果 (赤は興奮を生起させ,ま

た,黄は明度が高 く刺激強度が大であること)に加え

て,(ii)周 囲の色彩の影響すなわち,周囲の色彩との

対比効果が関係した結果と解される。

色彩の誘目性は,一般的には視認性などの他の視知

覚的機能特性と異なり,周囲の色彩の影響をあまり受

けにくいものであることがすでに明らかにされてい

る22)23).し かしながら,色彩によってはわずかながら影

響を受け,赤,黄赤,黄など誘目性の高い色彩につい

てそれがある程度著しく認められることが知られてき

ている4)8)22)23).

1)周囲の色彩の,対象の色彩の誘 目性への促進効果

赤についての周囲の色彩との対比効果としては,色

相対比と明度対比との 2種類が考えられる
ネ
.色相対比

効果が最も著しいのは周囲の色彩が緑の場合であり,

明度対比効果は自の場合である。

ところで, 自然環境の色彩に目を転じてみると緑系

の色彩が非常に多く
24)25)(空 を除いた場合),都市環境

ではコンクリー トの自系の色彩の多いことがわかる。

今回の実験に用いられた各風景の色彩を詳細に検討

してみると上記の調査結果などとはぼ同様の状況 と

なっており,各風景を通じ赤が著しく高い誘目性を示
したことが理解されるわけである (青空を背景にした

場合でも赤と青の関係であり,かなり高い色相対比効
果を有している).

黄についても明度対比と色相対比の影響が関係して

いると考えられる。環境色彩は一般的には明度が中程

度かあるいはそれ以下のことが多 く
24)25)26),し たがっ

て,明度対比効果もある程度の促進 (プラス)効果を

及ぼしていることが理解される。それに加えて,青空

や海を背景にしたときの黄―青の色相対比が関係した

場合 (五重塔の水煙部分, ビル街の屋上広告塔の看板

部分,海岸付近でサーフィンを持っている青年のその

*極めて遠景のみが周囲色となるような特殊な場合で

ない限り,彩度対比 (色彩の誘 目性が問題となるよ
うな対象の色は,高彩度のものであることがふつう
である。それゆえ, もし, この場合に彩度対比が生

じるとすれば周囲の色彩が遠景の場合のような無彩

色かそれに近い色彩とならなければならないので)

は考えにくい.

色彩
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サーフィン部分,テ レビ塔のアンテナ部分など)に特
に高い誘 目性が示されてお り,同様のプラス効果が認
められる。

黄赤は赤と黄の中間の色彩であり,両色とはぼ同様
の対比効果が働いていることが推定される。

2)特 に,黄の誘目性と周囲の色彩の関係について

赤については前記のように周囲の色彩との対比のプ

ラス効果がほとんどすべての環境色について認められ

うるわけであるが,黄については必ずしもそのような
わけにいかない状況が看取 される。明度の高い白色系

の環境色の場合および明度の比較的高い黄緑色の樹木

が周囲に存在する場合である.

前記のように,一般的に誘 目性の絶対値では黄は赤
よりも高い値を示すことが多いわけであるが,周囲の
色との対比効果 (特に明度対比効果)が積極的に関与
しない条件下では逆に赤系の色彩に比べて低い誘目性

を示すことになる。日本庭園の黄緑色の樹木およびこ

れを映した池の水面が周囲色となる場合や高速道路の

明灰色の路面などが周囲色 となる場合などがその好例

となる。これらの場合には周囲色の明度がかなり高く,

黄との明度差が僅少となって明度の対比効果がほとん

ど生起せず, したがって誘 目性に促進的な効果を及ぼ

すことが少なかったと推定されている。

3)色彩の誘目性の予測式における周囲色 との色差
関係

納谷ら (1973)は色彩の誘 目性*の予測式 として,

A=21+3C を提言している27).

ただし, ここでは

A:色彩の誘目性
I:Godloveの 色差式による周囲色 と対象の

色彩との色差 (色相差,明度差,彩度差か

らなるもの)

C:対象の彩度
を表す。

この予測式について実験室内実験のデータを用いて

検討した結果では
9)28)29),比

較的適合性の高いことがす

でに明らかにされた。本研究において用いられた風景

では周囲の色彩がかなり複雑に入りくんだ環境状況で

あり, この予測式の直接の適用の検討は別の機会に行

うこととしたが,種 々の状況を踏まえて定立されたこ

の予測式において,周囲の色彩との関連性の要因が対

*納
谷らは「目立ちの因子」の予測式という表現を用

いている.
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象の彩度に比して 2:3の ウエイ トで考慮されている
ことは, この要因が無視できないものであることを明

確に物語っていると考えられる。

3.環境内の色彩の誘目性に関する他の研究結果 と
の比較

自然環境における地物等の測色結果に基づき24)25)26),

この色彩を背景面全面に一様に再現した模擬自然背景

のもとで対象の色彩の誘目性を検討した結果
12)におい

ても,本研究とほぼ同様の結果がえられている。すな

わち,背景色として夏草(5GY5/5)*,枯草(2.5Y8/3),

川 口および湖回の海 (7.5G7/3),海 岸付近の海 (10

BG4/3),夏季の沖合いの海(2.5PB5/8)**,高 空の水

平線付近および地上から眺めた場合の斜上方～頭上付

近の空 (2.5PB5/8)料 ,地上～3000m位 から眺めた水

平線付近の空 (2.5PB8/4),雪 (N9)お よび湿った土

(2.5Y3/2)の 色の8種類を選び,その背景内に視角1°

(直径1.7cm)の 円形の対象を置き,この色彩***を赤(5

R4/12),黄赤 (5YR7/14),黄 (2.5Y8/12),緑 (5G5/

10),青 (2.5PB4/10),自 (N9),灰 (N4),黒 (Nl.5)ホ‐*
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背景の色

図13 赤の各背景別の誘 目性

ネマンセル表色系における表示方式による。
中ホ両者は同じ色彩である。
ホⅢⅢ
各色相における最高の彩度を有する色彩を用い

た。
朴ⅢⅢ灰を除き,安全色彩使用通則 (JIS Z 9101)に 定
められている色彩を使用した。
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図14 黄赤の各背景別の誘目性
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極めて高い誘目性を示しているのが認められた。黄赤

はすべての背景において第 2位～第 3位 と高い誘目性

を示していた。これに対し,青や緑の誘目性はほとん

どの背景において低かった。

このような傾向は,屋上広告の誘 目性を直接評定法
によって評価した結果30)と も大略一致 していた。

ここで比較対照した二つの研究は,(i)対象も背景
も物体色を用いたものであったり,(五 )現実の事物に

付せられた色彩に関するものであった。 これらは,本
研究のように色光により画面構成されたものとは異な

るが,こ のような色彩の質的差異を超えてもほぼ同様

な結果の得られたことから考えると, これらの結果が

自然背景における色彩の誘目性の一般的傾向を示して

いるものと考えても差し支えないものと推断される。

今後は実験条件についての分析的研究を進めると同

時に,現実場面に即 した具体的データの蓄積に努力す
るつもりである。

稿を終えるにあたり, ご懇切なるご指導を賜りました東

京医科大学学長松尾治亘先生に深甚の謝意を表します.
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図15 黄の各背景別の誘目性

のそれぞれに変化させた場合,赤については図13,黄

赤については図14,黄については図15の ような結果が

えられている。これらの結果からも看取されるように,

赤はすべての背景において高い誘目性を示 し,黄も背

景によってはやや低い誘 目性を示す場合はあるものの
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